
【株への投資で利益を得ながら経営にも参加！株式投資の魅力とは？】
株式投資はリスクが高いというイメージを持っている人が多いようです。このイメージは間違っていませんが、リスクが高い分、高いリターンも狙えます。また、株式は単に安く買って高く売って利益を得るだけにとどまらない面白さがあります。株式投資の魅力についてご紹介します。
株式投資によって得られる権利とは？
株式投資をすると株主になりますが、株主には3つの権利が与えられます。1つは経営参加権です。議案を提出するなどについては一定率以上の議決権が必要ですが、単位未満である場合を除けば、株主になると株主総会での議決に参加できます。2つ目は、剰余金分配請求権です。これは会社の利益の一部を配当金でもらう権利だと理解しておくといいでしょう。3つ目は残余財産分配請求権です。会社が清算された場合、残った財産のうち自分の持分に対応した金額の返還を受けられる権利です。株式投資は、株を買うという感覚だけでなく、会社を所有するという感覚が得られる点が魅力です。
株式投資で利益を得る方法とは？
株式投資で利益を得る代表的な方法は2つです。1つは、決算ごとに受け取る配当金です。あらかじめ決まっているわけではなく、赤字の場合は配当金がゼロになる可能性もありますが、業績が良ければ配当金が増える楽しみがあります。もう1つの方法は、安く買って高く売ることによって生じる売却益です。他の金融商品と比較した場合の値動きは大きく動きます。
そのため値下がりのリスクはありますが、株価の値上がり
によって大きな売却益が得られる可能性がある点が株式投資の大きな魅力です。投資上級者になると信用取引や先物取引を行っている人もいますが、投資初心者や初級者には向いていません。リスクも更に高くなるので上級者以外はお勧めできません。株式投資の魅力は売却益はもちろんですが、配当金や株主優待も魅力的です。配当金がもらえる場合、預貯金の利息を上回る収益が期待できますし、株主優待にはバラエティに富んだ様々なものが貰えるというところは大きな魅力です。

投資対象となる株式を発行している会社は多種多様！
株式投資のもう1つの魅力は、投資対象となる会社が多いことです。代表的な上場株式市場である東京証券取引所の第1部（東証1部）だけみても約2,000社ありますし、それ以外の取引所に上場している株式
まで含めたら数えきれないほどの投資対象があります。選び出すのは大変ですが、自分が苦労して探し出した会社の株式売買で売却益が得られれば喜びも倍増するでしょう。また、余裕資金があれば応援したい会社を探し出して長期的に出資するというスタンスをとるのも興味深い投資法です。小さい会社に投資をしてその会社が成長することを見届けるくらいの長期的な投資をすることで
、株価も大きく上がるはずです。株式はその会社の業績や景気の動向など、様々な要因によって値動きをするのですが、その中でも自分が身近に感じる会社の株式を、値動きに左右されず、少額からコツコツと長期にわたって買い増していくことで利益を出すことが基本ですので、多種多様な株式の中から自分に最も適した株式を探してみましょう。

株式投資は、思惑通り株価があがるとは限りません。ある程度長期投資を心がけ、日々の株価の値動きに一喜一憂することなく投資をすることができれば、
ご紹介した株式投資の魅力を存分に味わうことができるでしょう。
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�過激な表現の修正


�過激な表現の修正


�株式投資そのものの理解不足並びに魅力表現の不足


�非上場株式は原則金融機関で取引できません。文章の意味は東証1部以外の上場株式（例、東証2部、ジャスダック、東証マザーズなど）


�文章では未上場株式に投資をして上場できれば大きく上がる。という表現は、未上場株式詐欺と同じ表現である。文章の意味から推測すると、上場したての会社に投資して長期保有したことで、大きな利益となった会社のことと思われる。





�表題から推測する株式投資の魅力表現が少なすぎる。本来は難しい株式投資でも、やり方次第で利益が出しやすくなること。


�株式投資は思惑通りに株価が上がらないことだけを理解しておくだけでは不十分だと思われる。一喜一憂せずに長期投資が基本であるため。









